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厳い
つ
く
し
ま
お
お
と
り
い

島
大
鳥
居

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

小 久 保 嶺 石 先 生 書

漢 字 半 紙 （誌友〜五段）漢 字 半 紙 （誌友〜五段）
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安あ

芸き
の

宮み
や

島じ
ま

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

小 久 保 嶺 石 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

課題は段級別です。ご注意ください。漢 字 半 紙 （四段〜初段）漢 字 半 紙 （四段〜初段）
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平へ
い

和わ

の
像ぞ
う

小 久 保 嶺 石 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

漢 字 半 紙 （１級〜10級）漢 字 半 紙 （１級〜10級）



6

秀し
ゅ
う

歌か

之の

體て
い

大た
い

略り
ゃ
く

　
　
〈
筆
者
〉
近こ

の

衛え

家い
え

煕ひ
ろ

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
・
江
戸
中
期
の
能
書
家
・
号
は
予
楽
院
）

あ
は
れ
い
か
に
草
葉
の
露
の
こ
ぼ
る
ら
む
秋
風
立
ち
ぬ
宮
城
野
の
原

『
新
古
今
和
歌
集　

巻
四　

300　

西
行
法
師
』

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

提
出
用
紙
─
や
や
薄
手
の
短
冊
練
習
用
紙
。

　
　
　
　
　

 

二
つ
折
に
て
郵
送
で
き
る
も
の
。

幅 約6㎝

短
冊
に
つ
い
て

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

　

鎌
倉
末
期
頃
よ
り
和
歌
を
し

た
た
め
る
書
式
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
横
約
6
㎝
、
縦
約

36
・
5
㎝
の
大
き
さ
で
全
懐
紙

を
た
て
に
八
等
分
し
た
大
き
さ

で
す
。
短
冊
に
は
上
下
が
あ
り
、

雲
・
霞
形
は
広
い
ほ
う
が
、
濃

淡
は
濃
い
ほ
う
が
、
着
色
が
異

な
る
場
合
に
は
色
の
濃
い
ほ
う

が
上
と
い
っ
た
も
の
で
、
練
習

用
紙
な
ら
ば
、
糊
付
け
さ
れ
て

い
る
方
が
上
に
な
り
ま
す
。

書
式

　

伝
統
的
な
書
式

◯�

短
冊
の
上
部
を
1
／
3
ま
た
は
1
／
4
空
け
、
歌
を

書
き
始
め
る
。

◯�

墨
継
ぎ
は
和
歌
の
場
合
、
第
一
句
・
三
句
・
五
句
で

行
う
。

◯�

下
部
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
少

し
空
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◯�

行
間
や
、
字
粒
に
も
気
を
つ
け
、
作

品
と
し
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
書
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

自
由
に
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯�

出
品
の
際
に
は
、
必
ず
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別

出
品
券
を
表
面
左
下
に
貼
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
裏

面
に
は
不
二
教
室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

か な 半 紙 （誌友〜五段）か な 半 紙 （誌友〜五段）
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ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川　

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は
（
在
原
業
平
朝
臣
）

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

川 島 史 子 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （四段〜初段）か な 半 紙 （四段〜初段）
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者は

尓に

本ほ

登と　

利り

里り

可か

多た　

曽そ

那な

奈な

奈な

安 東 聖 空 書 「 梅 雪 か な 帖 」よ り

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （１級〜10級）か な 半 紙 （１級〜10級）
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扁額の書をつくる（誌友〜初段） 　課題は段級別です。ご注意ください。

A 落 款
教
室
名
 段
 氏
名
 級

B
月
別
出
品
券

月
別
出
品
券
と
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
貼
り
方

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券

B A

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをして

ください。

題 自分の名前

課題　横額 「須
しゅ

弥
み

山
せん

」 石橋鯉城先生書 （用紙　画仙紙半切½）

〈解説〉

　須弥山…�仏教における宇宙論で世界

の中心にそびえるという高

山。日月はその中腹を回転

するという。サンスクリッ

ト語ではスメール、また妙

高山とも漢訳される。

〈お手本鑑賞〉

　世界の中心にある須弥山が高くそび

えています。飄逸とした文字からは、

お釈迦さまの世界観そのままに、神様

のいらっしゃる雰囲気を醸しているよ

うに感じられます。いかにも山門の扁

額として掲げられているようです。

　「しゅみせん」と読みます。難しい読

み方ですね。

　懐の小さい「須弥」に対し、山は懐

を広げて、少画数の「山」も含め同じ

高さに書かれています。横書ならでは

の書き方です。画数は少なくても紙に

食い込む深い線で均衡を保っています。

　落款は本文を書いた筆を用い、読み

易い行書体で書きましょう。落款（署

名）は自分の形を何パターンか用意し

ておくとよいでしょう。本文の三字と

バランスよく適合させて、大きさ、墨

量などもよく倣って書きましょう

〈用具・用材〉

筆＝羊毫大筆

墨＝一味真

紙＝不二
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〈
大
意
〉
青
々
と
し
た
松
が
力
強
く
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
い
る
。

青
松
勁
挺
姿
（
青せ
い
し
ょ
う
松
勁
挺
の
姿
）

未
小
久
保
嶺
石
先
生
臨

（用紙　画仙紙半折1/2・たて68㎝×よこ35㎝）

〈
解
説
〉

青
⋮
４
画
目
の
長
大
画
は
反
ら
せ

て
、
力
を
抜
い
て
中
心
ま
で

戻
り
、﹁
月
﹂
の
１
画
目
へ
。

さ
ら
に
戻
る
よ
う
に
し
て

﹁
月
﹂
の
２
画
目
へ
。

松
⋮
概
形
は
横
長
に
。
木
偏
は

楷
書
体
の
よ
う
に
４
画
目

も
あ
る
形
。﹁
公
﹂
は
流
れ

を
切
ら
ず
に
運
筆
す
る
。

勁
⋮
偏
は
最
後
に
縦
画
を
書
く

（
行
書
の
筆
順
）。
旁
の

﹁
力
﹂
の
１
画
目
は
直
線
を

連
続
し
て
書
く
よ
う
に
し

て
骨
力
を
つ
け
る
。

挺
⋮
﹁
壬
﹂
は
﹁
手
﹂
を
書
く
よ

う
に
。﹁
壬
﹂
の
縦
画
の
後
、

連
絡
よ
く
延
繞
に
向
か
う
。

姿
⋮
﹁
次
﹂
を
小
さ
く
。
長
大
画

と
な
る
最
終
画
は
左
を
長

く
し
て
、
左
右
の
比
重
に

留
意
す
る
。

漢
字
条
幅
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

漢
字
条
幅
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
=
永
昌
条
幅　

墨
=
和
墨

（
油
煙
墨
）　

紙
=
中
国
画
仙

※ 作品識別のため、作品下部に教室・
氏名の鉛筆書きをしてください。

蜀し
ょ
く
そ
じ
ょ
う

素
帖
（
北
宋
・
一
〇
八
八
年
）　

米
芾
（
一
〇
五
一
〜
一
一
〇
七
）

　
﹁
蜀
素
帖
﹂
は
、
蜀
（
現
在
の
四
川
省
）
で
織
ら
れ
た
素そ

（
絹
）
に
自
作
の
詩
を
書
い

た
も
の
。
作
者
は
米べ

い
ふ
つ芾
。
字
を
元げ
ん
し
ょ
う章
と
い
い
、
蔡さ
い
じ
ょ
う襄、
蘇そ
し
ょ
く軾
、
黄こ
う
て
い庭
堅け
ん

と
並
ん
で
宋
の
四

大
家
の
一
人
で
あ
る
。
蜀
素
帖
の
他
、﹁
苕

ち
ょ
う
け
い渓
詩し
か
ん巻
﹂﹁
行
ぎ
ょ
う
し
ょ
さ
ん
じ
ょ
う

書
三
帖
﹂
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

※
○
○
臨
と
入
れ
ま
す
。

逆
筆

戻
る

1 2
3

前
の
画
を

　
　

受
け
る

短
く

長
く
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〈
大
意
〉
桐
の
一
葉
が
落
ち
て
ゆ
く
。
大
き
な
葉

な
の
で
風
に
煽あ
お

ら
れ
る
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
舞
い
降
り
て
ゆ
く
の
だ
が
、
見
れ
ば

日
が
当
た
っ
た
ま
ま
地
に
落
ち
て
い
く

の
で
あ
っ
た
。

〈
読
み
〉
桐き
り

一ひ
と

葉は

ひ
あ
多た

利り

那な

可が

ら
落お

ち
二に

介け

り

〈
作
者
〉
高
浜
虚
子
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
九
）

〈
解
説
〉

○
簡
単
な
字
形
と
細
い
線
に
よ
っ
て
流
れ
を
表
現

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

○
﹁
桐
一
葉
﹂
と
﹁
落
ち
二
介
り
﹂
は
一
字
一
字
を

切
っ
て
書
く
放
ち
書
き
と
し
、
中
の
句
の
﹁
ひ

あ
多
利
那
可
ら
﹂
は
連
綿
を
入
れ
ま
し
た
。

○
全
体
を
中
央
に
ま
と
め
左
右
の
空
間
を
生
か
し

明
る
い
作
品
と
し
て
下
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
=
羊
毛
筆　

墨
=
和
墨　

紙
=
か
な
用
加
工
紙

※
作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆

書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

桐き
り

一ひ
と

葉は

日ひ
　
あ
た当

り
な
が
ら
落お

ち
に
け
り

り
利
（

）

な
那
（  

）
か
可
（  

）

け
介
（   

）

に
二
（   

）

須
山
万
寿
先
生
書

（
用
紙
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

か
な
条
幅
（
誌
友
〜
10
級
）

か
な
条
幅
（
誌
友
〜
10
級
）

▲
墨

▲
墨

た
多
（

）
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永 井 香 樹 先 生 書

〈
課
題
よ
り
〉

○
﹁
大だ
い

地ち

讃さ
ん

頌し
ょ
う﹂
⋮
混
声
合
唱
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
た
め
の
カ
ン
タ
ー
タ
『
土
の
歌
』

の
終
曲
。
大
木
惇
夫
作
詞
（
広
島
県
出

身
）。
全
国
の
中
学
校
で
合
唱
曲
と
し
て

卒
業
式
な
ど
で
よ
く
歌
わ
れ
る
。

〈
解
説
〉

○
書
き
出
し
の
﹁
大
﹂
は
、
太
く
小
さ
く

書
き
ま
し
ょ
う
。

○
文
字
の
脚
を
揃
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に

留
意
し
、
余
白
に
変
化
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。

○
短
い
線
や
点
は
、
急
が
ず
に
、
ゆ
っ
く

り
丁
寧
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

○
名
前
は
、
二
行
目
の
文
節
の
空
き
に
半
分

は
か
か
る
よ
う
に
し
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
=
和
筆
四
号
羊
毛

　

墨
=
和
墨　

　

紙
=
手
漉
和
画
仙
漢
字
用

大
地
を
誉ほ

め
よ　

頌た
た

え
よ　

土
を

（用紙　画仙紙半切1/2・たて68cm×よこ35cm）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

新

和

様
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新

和

様
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

渇
筆
で

太
め
小
さ
め
に

あ
け
る

太
め
小
さ
め
に

一
画
書
く
位
に
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（
用
紙　

半
紙
）

吹
き
お
こ
る
秋
風
鶴
を
歩
ま
し
む

石 橋 鯉 城 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

新 和 様 （１級〜10級）

（
用
紙　

半
紙
）

新 和 様 （１級〜10級）

（
用
紙　

半
紙
）

未
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〈
用
具
〉
つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　
（
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
紙
〉
不
二
硬
筆
用
紙
３
行
書
き

古
く
か
ら
景
勝
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
松
島
、
天
橋
立
、
宮
島
は
、

「
日
本
三
景
」
と
し
て
「
日
本
國
事
跡
考
」
に
登
場
す
る
。

堀
津
節
子
先
生
書

〈解　説〉 ペ

ン
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ペ

ン
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

右
よ
り

長
く

出
し
て

長
く 寝

か
せ
て

広
く

内
側
一
つ
は
な
し
て

長
く

止
め
て

止
め
て

止
め

長
く

小
さ
く

　

な
ら
な
い
よ
う

省
略

※

※

※

※

※
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〈解　説〉

〈
用
具
〉
つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色
（
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
紙
〉
不
二
硬
筆
用
紙
２
行
書
き

平
和　

鯉
城　

熊
野
筆

も
み
じ　

レ
モ
ン　

し
ま
な
み

小
島
鳳
洽
先
生
書

ペ

ン
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ペ

ン
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ね
か
せ
る

ね
か
せ
る

右
へ
出
す下

へ
出
す

右
下
へ

　

流
す 点

を
３
つ
打
つ

や
や
下
げ
る

長
大
画

片
か
な
の
﹁
ン
﹂

反
る方

向
を
変
え
る

ゆ
る
や
か
な
S
字

平
が
な
と
筆
順
が
違
う

1

2

3

1

1

2

3

4 6

7

8

9
5

2
3

立
て
る

戈
法

3
1

2
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“
一
字
書
っ
て
面
白
い
な
”
─
筆
遣
い
と
筆
字
の
表
現
─　

運
筆
の
極
意
に
迫
る

〝
何
か
、
こ
の
字
へ
の
想オ

モ
イ
を
込
め
て
書
こ
う
〟

（
随 

意 

課 

題
）　

段
級
に
関
わ
り
な
く
出
品
で
き
ま
す
。

評
価
は
天
と
地
に
な
り
ま
す
。

〈
漢
字
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

〈
平
が
な
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

れ
（
こ
の
平
が
な
の
原
字
は「
礼
」の
草
書
形
）

礼
〈
読
み
〉
レ
イ
・
ラ
イ　

う
や
ま
う

　
　
〈
意
味
〉�

①
社
会
生
活
を
送
る
上
の
行
動
規
範
。
②
う
や
ま
う
。
③
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す

石
橋
鯉
城
先
生
書

（
用
紙　

半
紙
）

（
用
紙　

半
紙
）

※作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

1. 

青
墨
の
使
用

2. 

重
ね
筆 

大
特
選
永
昌
（
主
） 

小
魔
法
の
筆
（
従
）

3. 

構
図

　

・
右
寄
せ 

　

・ 

細
目
の
切
れ
味
の
よ
い
線
で
ス
マ

ー
ト
に

4. 

流
動
感
を
表
現
し
て
軽
快
に

5. 

筆
遣
い　

起
筆
・
送
筆
・
収
筆

6. 

線
の
中
肥
り　

 

エ
ン
タ
シ
ス
で
細
く

て
も
生
き
た
線
で

1. 

書
か
れ
た
文
字
の
表
情
を
見
る

2.  

墨
色
の
変
化
と
運
筆
の
緩
急
と
点
で

の
一
服
感

3. 

字
が
立
つ

4. 

筆 

大
特
選
永
昌 

小
魔
法
の
筆
（
小
さ
な
羊
毛
筆
）

逆
さ
に
も
横
に
も
又
、
斜
め
か
ら
も
眺

め
て
先
ず
鑑
賞
せ
よ
。
何
を
感
じ
た
る

や
。
す
く
っ
と
立
つ
文
字
の
立
ゝ
ず
ま

い
か
。
行
書
の
礼
か
。

作
品
制
作
に
当
た
っ
て
の
参
照
項
目

収
筆

　

準
備

収
筆
準
備

収
筆

　

準
備

収
筆

収
筆

収
筆

送
筆
1

送
筆

指
と
腕
で
押
し
つ
け
て
脱
力
し
て
筆
を
運
ぶ
（
オ
ッ
ツ
ケ
）

腋
を
開
い
て

分
間
の
緊
張

厳しく
迫る分間の

部分

止
ま
ら
ず

偏 旁 起
筆

起
筆

送
筆
1

送
筆

点

送
筆
2

送
筆
3

送
筆
1

送
筆
2
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日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

ペ
ン
字
で
の
10
分
間
練
習
法 

⑰
（
随
意
課
題
）

新

広
島
県
　

広ひ
ろ

島し
ま

市し　

中な
か

区く　

東ひ
が
し

区く　

南み
な
み

区く　

西に
し
　
く区　

安あ

佐さ

南み
な
み

区く　

安あ

佐さ

北き
た

区く　

安あ

芸き

区く　

佐さ

伯え
き

区く　

呉く
れ
　
し市　

竹た
け
　
は
ら
　
し

原
市　

三み
　
は
ら
　
し

原
市　

尾お
の
　
み
ち
　
し

道
市　

福ふ
く

山や
ま

市し　

府ふ

中ち
ゅ
う

市し　

三み

次よ
し

市し　

庄し
ょ
う

原ば
ら

市し　

大お
お

竹た
け

市し　

東ひ
が
し

広ひ
ろ

島し
ま

市し　

廿は
つ
か
い
ち
し

日
市
市　

安あ

芸き

高た
か

田た

市し　

江え

田た

島じ
ま

市し　

安あ

芸き

郡ぐ
ん

府ふ

中ち
ゅ
う

町ち
ょ
う　

海か
い

田た

町ち
ょ
う　

熊く
ま

野の

町ち
ょ
う　

坂さ
か

町
ち
ょ
う

山や
ま

県が
た

郡ぐ
ん

安あ

芸き

太お
お

田た

町ち
ょ
う　

北き
た

広ひ
ろ

島し
ま

町ち
ょ
う　

豊と
よ

田た

郡ぐ
ん

大お
お

崎さ
き

上か
み

島じ
ま

町ち
ょ
う　

世せ

羅ら

郡ぐ
ん

世せ

羅ら

町
ち
ょ
う

神じ
ん

石せ
き

郡ぐ
ん

神じ
ん

石せ
き

高こ
う

原げ
ん

町
ち
ょ
う

　

20
字
×
10
行
の
原
稿
用
紙
に
書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
10
分
以
内
で
書
け
る
よ
う
に
練
習
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
10
分
書
い
て
も
、
指
や
手
首
が
疲

れ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

用
紙　

原
稿
用
紙
20
字
×
10
行

用
具　

ボ
ー
ル
ペ
ン　

つ
け
ペ
ン　

万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン

（
）

教
室
名

氏　

名
※
ど
の
段
級
の
方
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
「
月
別
出
品
券
」及
び「
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
」を
添
付
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

点
は
三
拍
子
で
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課
　
　
題
　
　
解
　
　
説

漢
字
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）⋮
⋮
⋮
⋮（
3
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）⋮
⋮
⋮
⋮（
5
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）⋮
⋮
⋮
⋮（
4
ペ
ー
ジ
）

安
藝
宮
島（
あ
き
の
み
や
じ
ま
）

〈
課
題
よ
り
〉
西
日
本
の
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
で
、
通
称
は

宮
島
。
森
林
や
古
い
神
社
仏
閣
で
知
ら
れ
る
。
沖
合

に
立
つ
壮
大
な
朱
色
の
大
鳥
居
へ
は
、
干
潮
時
に
な

る
と
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
解
説
〉

○
行
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
。

○
筆
写
体
の
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
。

安
⋮
ウ
冠
と
女
の
組
合
せ
。
３
画
目
は
２
画
目
の
点
を
受
け
て

徐
々
に
腋
を
開
き
、
肩
を
下
げ
て
払
う
。
女
の
筆
順
に
注
意
。

最
終
の
横
画
を
生
か
す
た
め
に
ウ
冠
は
あ
ま
り
広
く
し
な
い
。

藝
⋮
芸
の
本
字
の
筆
写
体
。
草
冠
が
﹁
ソ
・一
﹂
で
、﹁

﹂
が

﹁
圭
﹂
と
な
り
﹁

﹂
と
書
い
て
い
る
。﹁
丸
﹂
は
﹁
ノ
﹂

が
先
。
画
数
が
多
い
の
で
細
め
の
線
で
書
こ
う
。

宮
⋮
ウ
冠
と
呂
の
組
合
せ
。
安
の
ウ
冠
と
形
を
変
え
て
み
た
。

呂
の
口
は
下
を
大
き
く
し
、
最
終
画
を
や
や
右
下
が
り
に

す
る
と
落
ち
着
く
。

島
⋮
３
画
目
の
転
折
部
は
腋
を
開
い
て
や
わ
ら
か
く
曲
が
る
。

５
本
の
横
画
は
鋒
先
で
細
目
に
書
く
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
=
永
昌
四
号　

墨
=
油
煙
和
墨　

紙
=
松
雪

平
和
の
像（
へ
い
わ
の
ぞ
う
）

〈
課
題
よ
り
〉
広
島
市
平
和
公
園
に
あ
る
平
和
の
像
（
若
葉
）
は
、

圓え
ん
つ
ば
か
つ
ぞ
う

鍔
勝
三
氏
の
作
品
で
、
少
女
が
子
鹿
と
共
に
野
原

を
か
け
ま
わ
る
平
和
な
情
景
を
表
現
し
て
い
る
。
台

座
に
は
湯
川
秀
樹
博
士
の
和
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

〈
解
説
〉

○
平
が
な
と
楷
書
三
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○
鋒
先
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
り
っ
と
し
た
書
線
で
表
現

し
よ
う
。

平
⋮
２
つ
の
横
画
の
反
り
の
方
向
に
留
意
。
最
終
の
縦
画
は
前

傾
し
た
体
の
も
ど
り
を
利
用
し
て
伸
び
や
か
に
払
う
。

和
⋮
禾
（
の
ぎ
へ
ん
）
と
口
の
組
合
せ
。
偏
の
右
側
は
旁
に
ぶ

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
（
相
譲
相
避
）。
口
の
位
置
に
注

意
し
た
い
。

の
⋮
平
が
な
は
漢
字
よ
り
小
さ
め
に
書
く
。
筆
の
面
が
変
わ
る
の

を
確
認
し
よ
う
。

像
⋮
イ
（
に
ん
べ
ん
）
と
象
の
組
合
せ
。
人
偏
の
１
画
目
は
短

め
に
払
い
２
画
目
を
長
く
す
る
。
10
画
目
は
円
く
し
な
い

で
骨
が
あ
る
よ
う
に
書
こ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
=
永
昌
四
号　

墨
=
油
煙
和
墨　

紙
=
松
雪

厳
島
大
鳥
居（
い
つ
く
し
ま
お
お
と
り
い
）

〈
課
題
よ
り
〉
広
島
県
廿は

つ
か
い
ち

日
市
市
の
厳
島
に
あ
る
厳
島
神
社
の
鳥

居
。
厳
島
神
社
を
象
徴
す
る
建
造
物
で
あ
り
、
世
界

遺
産
﹁
厳
島
神
社
﹂
を
構
成
す
る
文
化
財
の
一
つ
。

国
の
重
要
文
化
財
。

〈
解
説
〉

○
行
書
の
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
。

○
横
画
の
太
さ
を
加
減
し
て
書
く
。（
太
い
横
画
も
あ
る
）

厳
⋮
本
字
は
嚴
。
左
の
垂
れ
は
身
体
を
進
む
方
向
に
傾
け
な
が
ら
き

り
っ
と
し
た
線
で
表
現
す
る
。

島
⋮
４
画
目
の
短
い
横
画
は
点
に
し
て
空
間
を
明
る
く
見
せ
る
。

山
の
１
画
目
の
起
筆
を
し
っ
か
り
見
せ
る
。

大
⋮
２
画
目
は
す
ぐ
に
倒
さ
ず
に
縦
に
降
り
て
か
ら
方
向
を
変
え
る
。

鳥
⋮
７
画
目
は
右
肩
を
下
げ
て
四
つ
の
点
が
入
る
空
間
を
広
げ
る
。

居
⋮
尸
の
３
画
目
は
骨
力
を
つ
け
引
き
締
ま
っ
た
線
で
表
現
す
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
=
永
昌
四
号　

墨
=
油
煙
和
墨　

紙
=
松
雪

（
本
字
）

仰
ぐ

腕
を
上
げ
る

（
向
き
が
変
わ
る
）

ふ
く
ら
ま
せ
る（
向
勢
）

起
筆
し
っ
か
り

方
向
を

　

変
え
る

点
の
表
現

短
く

軽
く
止
め
る

直
線
で

肩
を
下
げ
る

間
を
あ
け
る

1

①
②
③

2

3 4

5 6 7

8

9
10

11

12

13

14

中
心

伏
せ
る

前傾した
体のもどりを
利用して
伸びやかに
払う

出
る

筆
の
裏
面
に

変
わ
る

筆の表面に
もどる

は
ね

　

上
げ
る 止

ま
る

払っても
よい

止めてもよいが
ハネルと
筆勢が出る

分
間
を

く
っ
き
り
と

起
筆
の

向
き
に

注
意

（
長
く
引
か

な
い
）
筆
を

置
く
よ
う
に

す
る

長
い
縦
画

短
め
に
払
う

骨
力
を

　

つ
け
る

小
さ
く

や
や

右
下
が
り
に

す
る
と

落
ち
着
く

腋
を
開
く

中
心

（
筆
写
体
）

（
本
字
）

藝芸
（
常
用
体
）

腋
を
開
く

長
く
伏
せ
る

と
な
る

草
冠
は

﹁
ソ
・一﹂
の
形

筆
写
体

小

大

外
側
に

  

ふ
く
ら
ま
せ
る

腋
を

開
く

間
マ

をあける

1

3

4 5

6

2

2
1

4
5

6
7

8

9
10

11

12

13
14 15

3
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か
な
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
） ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮（
6
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙
（
四
段
〜
初
段
） ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮（
7
ペ
ー
ジ
）

「
秀
歌
之
體
大
略
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

解
説     

福
原
溪
春
先
生

あ
は
れ
い
か
に
草く

さ

葉ば

の
露つ

ゆ

の
こ
ぼ
る
ら
ん
秋
風
立
ち
ぬ
宮み

や

城ぎ

野の

の
原は

ら

〈
読
み
〉
あ
者は

れ
い
可か

尓に

草
葉
能の

露
の
こ
本ほ

る
ら
ん
秋
風
多た

ち
ぬ
宮
城
の
ゝ
者は

良ら

〈
大
意
〉
あ
あ
、
今
頃
は
ど
ん
な
に
か
風
に
草
葉
の
露
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
秋
風
が
吹

き
は
じ
め
た
宮
城
野
の
原
よ
。

※
宮
城
野
⋮
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野

〈
出
典
〉
新
古
今
和
歌
集　

巻
第
四　

秋
歌
上
300　

西
行
法
師

〈
解
説
〉

○
行
の
流
れ
を
把
握
し
て
書
こ
う
。

　

・
1
行
目﹁
い
可
尓
﹂
の﹁
可
尓
﹂、﹁
こ
本
る
ら
ん
﹂
の﹁
る
ら
﹂、
2
行
目﹁
の
ゝ
﹂
の

﹁
ゝ
﹂
は
中
心
よ
り
右
寄
り
に
書
き
ま
す
。
中
心
軸
を
示
し
た
の
で
、
確
か
め
な
が
ら

書
い
て
み
よ
う
。

○
墨
色
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・
渇
筆
部
は
墨
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
な
つ
も
り
で
、
ゆ
っ
く
り
運
筆
す
る
。

　

・﹁
草
葉
能
露
の
﹂
は
渇
筆
部
が
長
い
の
で
、﹁
草
﹂
で
軽
く
墨
を
補
充
し
て
も
よ
い
。

○
疎
密
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・﹁
こ
本
る
ら
ん
﹂
は
、
こ
の
作
品
の
印
象
的
な
箇
所
に
な
っ
て
い
る
。

○
変
体
仮
名
・
漢
字
の
草
書
（
く
ず
し
方
）
を
理
解
し
て
か
ら
書
こ
う
。

　

・﹁
本
・
者
・
良
﹂﹁
草
・
葉
・
露
・
宮
・
城
﹂
な
ど
。

○
6
ペ
ー
ジ
の
﹁
短
冊
の
書
式
﹂
を
理
解
し
て
全
体
の
構
成
を
考
え
る
。

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は
（
在
原
業
平
朝
臣
）

〈
読
み
〉
ち
者は

や
ぶ
留る

神か
み

代よ

も
き
可か

ず寸
た
つ
多た

川
か
ら
く
連れ

な
ゐ
二に

み
づ
く
ゝ
る
と
は

〈
大
意
〉
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
神
代
に
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
竜
田
川
に
紅
葉
が
真

っ
赤
な
色
に
散
り
流
れ
、
水
を
絞
り
染
め
に
し
て
い
る
と
い
う
の
は
。

〈
出
典
〉
小
倉
百
人
一
首
17
（
古
今
和
歌
集
巻
五
秋
歌
下
）

〈
解
説
〉

　

最
後
の
文
字
の
位
置
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、
和
歌
の
最
後
の
文
字
﹁
は
﹂
の
位
置
を
、
三
行
目
の
行
脚
﹁
つ
﹂
よ
り
も
下
に

書
い
て
い
ま
す
。

　
﹁
は
﹂
を
﹁
つ
﹂
よ
り
上
の
位
置
に
書
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
が
、
一
・
二
行
目
の
上
部
は

墨
量
が
多
め
で
、
漢
字
を
使
用
し
た
重
量
感
も
あ
る
た
め
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
歌

の
最
後
が
軽
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
﹁
は
﹂
を
下
方
に
置
き
、
少
し
重
み
を
出
し
て
締
め

ま
し
た
。

　

作
品
の
最
後
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
は
、
と
て
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
=
か
な
用
小
筆　

紙
=
か
な
用
半
紙　

墨
=
か
な
用
和
墨

※
左
は
し
に
は
、
教
室
名
・
氏
名
を
入
れ
ま
す
。

▲
含
墨

▲
含
墨

余
白

密

密

徐
々
に
渇
筆
に

墨
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
な

つ
も
り
で
ゆ
っ
く
り
運
筆

踊
り
字

▲
含
墨

密

た（
多
）

は（
者
）

か（
可
）

に（
尓
）

ほ（
本
）

の（
能
）

（
秋
）
（
風
）

（
宮
）

（
草
）
（
葉
）

（
露
）

（
城
）

疎

疎

は（
者
）

ら（
良
）

は（
者
）

神

代

る（
留
）

か（
可
）

き
れ
い
に
の
ば
す

点
の
打
ち
方
を

変
え
る

横
三
線
に
変
化
を

つ
け
る

違
う
字
形
に
す
る

隣
の﹁
つ
﹂
よ
り

下
が
る
と
こ
ろ
ま
で

十
分
に
の
ば
す

た（
多
）

に（
二
）

れ（
連
）
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細
く

離
し
て

点
が
作
る

　

空
間
を
み
よ
う

消
え
る
よ
う
に

余
韻
を
残
す

新
和
様
（
1
級
〜
10
級
） ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮（
13
ペ
ー
ジ
）

◆
11
月
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

誌
友
〜
五
段　

鳥
獣
戯
画

四
段
〜
初
段　

大
政
奉
還

１
級
〜
10
級

西
陣
織

か
な
半
紙

誌
友
〜
五
段

鳴
き
わ
た
る
か
り
の
涙
や
お
ち
つ
ら
ん

物
思
ふ
や
ど
の
萩
の
う
へ
の
露

四
段
〜
初
段

み
吉
野
の
山
の
秋
風
さ
夜
ふ
け
て

ふ
る
さ
と
寒
く
衣
う
つ
な
り（
参
議
雅
経
）

１
級
〜
10
級

能
於
末
万
介
阿　

佐
支
遊
三
志
毛

漢
字
条
幅

　
　

誌
友
〜
初
段

未
定

　
　

１
級
〜
10
級

米
芾　

蜀
素
帖
臨
書

か
な
条
幅

誌
友
〜
10
級

京
に
あ
き
て
此こ
の

木
が
ら
し
や
冬ふ
ゆ
　
ず
ま住
ゐ

新
和
様

八
段
〜
初
段

念
ず
れ
ば　

花
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
聴
の
こ
と
ば

１
級
〜
10
級

未
定

ペ
ン八

段
〜
初
段

寸
松
庵
色
紙
は
﹁
古
今
和
歌
集
﹂
の
四

季
の
歌
を
書
写
し
た
も
の
で
、
大
徳
寺

龍
光
院
に
あ
っ
た
寸
松
庵
に
伝
わ
っ
た
。

１
級
〜
10
級

化
野
念
仏
寺　

嵐
山　

三
千
院

ち
り
め
ん　

和
ろ
う
そ
く

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

吹
き
お
こ
る
秋
風
鶴
を
歩
ま
し
む

※
単
体
の
変
体
仮
名
で
す
。
く
り
返
し
学
習

し
て
く
だ
さ
い
。
古
典
学
習
の
基
本
と
な

り
ま
す
。

か
な
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮（
8
ペ
ー
ジ
）

バ
ラ
ン
ス
を
変
え
て

引
き
締
め
る

広
く

▲
軽
く
含
墨

▲
軽
く
含
墨

〈
大
意
〉
一
本
の
脚
で
立
っ
た
ま
ま
静
止
し
て
い

た
鶴
が
、
突
然
風
が
強
く
吹
き
起
こ
り

二
、
三
歩
脚
を
踏
み
替
え
る
よ
う
に
つ

つ
つ
と
歩
い
た
。
翼
は
固
く
た
た
ま
れ

た
ま
ま
、
わ
ず
か
に
位
置
を
変
え
た
鶴

は
依
然
と
し
て
秋
風
の
中
に
た
た
ず
ん

で
い
る
。
昭
和
十
二
年
の
作
。

〈
作
者
〉
石
田
波
郷
（
一
九
一
三
〜
一
九
六
九
）

〈
解
説
〉

〈
鑑
賞
〉
◎
筆
を
持
つ
前
に
、
ま
ず
お
手
本
を

鑑
賞
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◯
漢
字
は
骨
力
を
つ
け
、
直
線
的
に
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
点
や
長
く
引
い
た
縦
線
な
ど
が
織
り

成
す
流
れ
、
空
間
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
仮
名
の
線
に
も
厳
し
い
直
線
の
表
現
が
あ

り
ま
す
。
確
認
し
な
が
ら
筆
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◯
大
き
く
二
つ
の
ま
と
ま
り
を
作
り
、﹁
秋
風
﹂

や
﹁
む
﹂
は
添
え
る
よ
う
に
置
き
、
さ
び
し

く
な
ら
な
い
よ
う
な
布
置
が
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
終
り
の
﹁
む
﹂
に
余
韻
を
残
す
書
き
方

を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
=
超
長
鋒
羊
毫
筆　

墨
=
顕
微
無
間　

紙
=
松
雪

は者

に尓

ほ本

と登

り利

り里

か可

た多

そ曽

な那

な奈

な奈

受
け
て

突
き
返
す

三
角
に

　

結
ぶ

広
く

広く
中
太
り

下から受ける

広
く

つづける

広く




